
『
古
道

  

瓶
割（
亀
割
）峠
よ
り

　
　  

山
頂
を
目
指
す
』

第12回

〈題 字〉  荒谷 大丘さん

　

萩
原
地
区
に
そ
び
え

る
石
岳
山（
標
高
559
ｍ
）

は
、
東
広
島
市
黒
瀬
町

と
の
境
に
位
置
し
て
い

る
。

　

石
岳
山
は
、
熊
野
側

か
ら
は
、
山
陰
に
そ
び

え
て
お
り
、
見
え
に
く

い
た
め
、
地
域
の
方
以

外
に
は
、
馴
染
み
が
薄

い
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
た
め
、
隣
の
石

嶽
山
と
同
一
の
山
と
し

て
誤
解
さ
れ
や
す
い
。

　

今
回
は
、
瓶
割
川
沿

い
に
あ
る
峠
道
よ
り
、

山
頂
を
目
指
し
、
萩
原

の
道
上
地
区
に
下
山
す

る
ル
ー
ト
を
辿
っ
た
。

山
頂
ま
で
は
、
１
時
間

半
程
度
で
到
達
で
き

る
。

　

か
つ
て
、
熊
野
側
か

ら
黒
瀬
へ
は
、瓶
割
峠
・

笹
ヶ
峠
・
大
峠
の
３
つ

の
山
越
え
ル
ー
ト
が

あ
っ
た
。
現
在
、
大
峠

が
県
道
と
し
て
、
笹
ヶ

峠
は
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー

ス
と
し
て
整
備
さ
れ
て

い
る
。
な
お
、
瓶
割
峠

に
つ
い
て
は
、
現
在
、

通
行
が
困
難
と
な
っ
て

い
る
。

　

登
山
道
の
一
部
は
、

狭
く
、
急
な
箇
所
も
あ

る
が
、
全
体
的
に
は
歩

き
や
す
い
。

　

残
念
な
が
ら
熊
野
方

面
を
眺
望
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
が
、
山
頂
付

近
に
あ
る
反
射
板
の
設

置
場
所
で
は
、
黒
瀬
方

面
を
一
望
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

　

今
は
、
利
用
さ
れ
て

い
な
い
山
道
で
は
あ
る

が
、
先
人
た
ち
が
往
来

し
た
古
道
を
歩
き
な
が

ら
、
当
時
の
情
景
に
思

い
を
馳
せ
た
い
。

取
材
／
広
報
特
別
委
員
会

くまの議会だより　第106号 ⑯

　

町
制
施
行
百
周
年
を
迎
え

る
平
成
30
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

　

熊
野
町
は
県
内
９
町
の
中

で
一
番
歴
史
の
古
い
町
で
、

こ
の
１
年
間
記
念
事
業
な
ど

の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
皆

様
も
ぜ
ひ
参
加
し
、
百
周
年

を
と
も
に
祝
い
ま
し
ょ
う
。

　

鯉
の
ぼ
り
の
季
節
で
す
。

カ
ー
プ
の
３
連
覇
、
サ
ン
フ

レ
ッ
チ
ェ
の
復
活
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
熊
野
町
同
様
に
、

広
島
も
熱
く
盛
り
上
が
る
こ

と
を
願
い
ま
す
。民

法　

正
則

あ

と

が

き

「くまの議会だより」は
再生紙を使用しています。

「くまの議会だより」は再生紙に「ソイシール」の認定を受けた
環境にやさしい環境対応型インキを使用して印刷されています。

次の定例会は

議会だより題字

表紙写真

小田原正龍さん

輝け！熊野町スポーツ少年団
（熊野陸上スポーツ少年団）

開会を予定しています
６月12日（火曜日）

石
岳
山
（
山
頂
）

▲

山
頂
付
近
の
反
射
板

▼

▲眺望（黒瀬方面）

〜石岳山〜
いし だけ やま

か

け か
め 

わ
り


